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職種

実際に楽器が演奏できる、また楽器の仕組みを理解することによって、より音楽的な楽曲制作に臨むこと
ができる。各々のクリエイターとしての楽曲を、プレイヤーと共に練り上げていくために必要な知識を得
る。実際にプレイヤーコースと共に授業が行えるよう「混ぜる教育」を実施する。

授業概要

作編曲した楽曲をプレイヤーと一緒に演奏したり、楽曲を提供、指示できるようになることを目標とす
る。ストリングスやブラスを含むアレンジを理解し、指示するためのリズム譜やメロディ譜の作成ができ
る。各楽器の特性を理解し、アレンジやイメージに沿った楽器選択や表現方法等を的確に表現できる。
様々なジャンルに対する知識も身につけることで、要望に応じた内容の楽曲やイメージしたものを具現化
できるスキルを養う。

到達目標

授業で使う教材を配布した後、講師の説明と実演を見てから、各自が自分のPCで作業をする。各々の作業
終了後に理解度をチェックするため成果物を提出する。またヘッドホンや変換端子ねどは各自用意するこ
と。

授業方法

試験60%(知識及び技能のほかに思考・判断・表現を評価する)、授業内発表20%(知識及び技能のほかに思
考・判断・表現を評価する)、平常点20%(主体的に学習に取り組む態度を評価する)

成績評価方法

ステップアップ方式の授業展開のため、欠席した場合は資料やデータを受け取り、次回までに補講するこ
とが必要になる。また、提出課題は自宅、または放課後解放などを利用して提出しなければならない。４
分の３以上出席しない者は定期試験を受験することができない。

履修上の注意

配布プリント／PDF、音源サンプル

教科書教材

有

実習種別

回数 授業計画

第１回

バンドアンサンブルに必要な楽器知識を学ぶ。打楽器について。MIDIでの打ち込
み。

第２回

バンドアンサンブルに必要な楽器知識を学ぶ。撥弦楽器について。MIDIでの打ち
込み。

第３回

バンドアンサンブルに必要な楽器知識を学ぶ。鍵盤楽器について。MIDIでの打ち
込み。
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第４回

プレイヤーがいることを前提とした楽曲制作①#1またその実現性と同期演奏につ
いて理解する。ボーカルの声域を考慮できる。

第５回

プレイヤーがいることを前提とした楽曲制作①#2簡易的なバンドアンサンブルの
打ち込みとデジタルサウンドの打ち込み。

第６回

プレイヤーがいることを前提とした楽曲制作①#3本番使用が望めるデジタルサウ
ンドの打ち込み。

第７回

プレイヤーがいることを前提とした楽曲制作①#4同期演奏に必要なクリックの作
成と、カウントボイスの必要性を理解する。

第８回

プレイヤーがいることを前提とした楽曲制作①#5ラフミックス作成。デモ音源の
書き出しと、ステムミックスが書き出せる。

第９回

マスターリズム譜について。譜面の必要性と書き方について理解する。

第１０回

メロディ譜について。譜面の必要性と書き方について理解する。

第１１回

管楽器と弦鳴楽器の特徴と各楽器の活用法を理解する。①

第１２回

これまでのまとめ。各々の理解度や今後の課題を考え、夏期休暇に向けた対策を
考える。夏期休暇課題の解説。

第１３回

メジャーな音楽ジャンルの特徴を理解し、それぞれに特徴的な楽器の種類や特徴
を理解する。①

第１４回

メジャーな音楽ジャンルの特徴を理解し、それぞれに特徴的な楽器の種類や特徴
を理解する。②

第１５回

前期試験。講師が指示した内容の作業または制作を行い、指定された形式でファ
イルを提出する。
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